
一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

こ
金

奈
良
。
平
城
宮
跡

第
≡
夙
）

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

。
二
条
大
路
南
二
丁
目

（旧
北
新
町
）

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
五
年
（昭
４０
）
〓

一月
を

一
九
六
六
年
（昭
４‐
）
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
枢
本
亀
治
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

。
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ｉ
平
安
時
代
初
期

７
　
迫退
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
宮
跡
第
三
二
次
発
掘
調
査
区
は
、
官
域
東
南
隅
部
分
と
、
そ
の
外
側
の

東

一
坊
大
路
と
二
条
大
路
の
交
差
す
る
地
域

（地
区
名
６
Ａ
Ａ
Ｉ
区
）
に
あ
た
る
。

当
時
、
国
道
２４
号
線
，ハ
イ
パ
ス
が
当
該
地
の

一
部
を
通
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
た

た
め
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

調
査
で
検
出
さ
れ
た
主
要
な
遺
構
は
、
東

一
坊
大
路
路
面
敷
と
そ
の
東

。
西

両
側
濤

（西
側
溝
は
宮
東
面
外
堀
に
あ
た
る
）、
二
条
大
路
路
面
敷
と
そ
の
南

。
北

両
側
濤

（北
側
溝
は
宮
南
面
外
堀
に
あ
た
る
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
宮
内
か
ら
宮
南

面
外
堀

へ
の
排
水
の
た
め
の
南
北
濤
、
東

一
坊
大
路
両
側
濤
を
渡
る
た
め
二
条

大
路
に
架
か
っ
て
い
た
橋
、
そ
の

一
部
が
調
査
区
に
含
ま
れ
る
左
京
三
条

一
坊

十
六
坪

。
二
坊

一
坪
内
の
掘
立
柱
建
物
四
棟
、
柵
、
井
戸
な
ど
で
あ
る
。

木
簡
の
当
該
調
査
区
出
土
点
数
は
六
三
九
点

で
あ
る
が
、
木
筒
出
土
遺
構

（す
べ
て
溝
）
と
の
関
係
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

当
地
区
出
土
木
簡
の
過
半
三
八
二
点
は
、
宮
東
面
外
堀
で
東

一
坊
大
路
西
側

濤
に
あ
た
る
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
宮
南
面
外
堀
で
二

条
大
路
北
側
濤
に
あ
た
る
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
に
宮
内
か
ら
南
流
す
る
Ｓ
Ｄ
三
四

一

〇
が
合
流
す
る
付
近
か
ら
二
四
三
点
と
集
中
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
で
は

調
査
区
西
端
で

一
点
出
土
を
み
た
。
ま
た
、
二
条
大
路
南
側
濤
Ｓ
Ｄ
三
九
〇
五

と
東

一
坊
大
路
東
側
濤
Ｓ
Ｄ
三
九

一
一
は
、
と
も
に
調
査
区
東
辺
部
で
検
出
し

た
素
掘
り
濤
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｄ
三
九
〇
五
か
ら

一
点
、
Ｓ
Ｄ
三
九

一
一
か
ら

一

二
点
の
木
簡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

溝
Ｓ
Ｄ
四
九
五
一　
平
城
宮
東
面
外
堀

か
つ
東

一
坊
大
路
西
側
濤
に
あ
た
る
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南
北
濤
で
あ
る
。
素
掘
り
で
濤
幅
は

一
定
し
な
い
が
、
最
大
幅
で

一
〇
ｍ
、
最

小
幅
で
四

・
八
ｍ
を
測
り
、
深
さ
は

一
。
二
ｍ
前
後
で
あ
る
。
濤
堆
積
土
は
、

上
層
か
ら
暗
灰
色
上
、
粘
土
混
細
砂
、
粗
砂
の
三
層
に
分
け
ら
れ
る
。
木
簡
は

濤
全
域
か
ら
出
土
し
た
が
、
と
く
に
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
を
ま
た
い
で
二
条
大
路
に

架
か
っ
て
い
る
橋
Ｓ
Ｘ
四
〇
二
〇
の
橋
脚
付
近
か
ら
二
〇
九
点
、
ま
た
Ｓ
Ｄ
四

九
五

一
に
二
条
大
路
南
側
濤
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
が
注
ぎ
込
む
付
近
か
ら

一
一
四
点

集
中
し
て
発
見
さ
れ
た
。
橋
Ｓ
Ｘ
四
〇
二
〇
は
、
橋
幅

一
三

・
四
ｍ
、
長
さ
三

・
八
ｍ
で
、
橋
杭
七
本
の
橋
台
二
基
か
ら
な
り
、
三
回
の
改
修
が
み
ら
れ
る
。

な
お
付
近
よ
り
瓦
製
擬
宝
珠
が
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
の
流
れ
は
、

Ｓ
Ｘ
四
〇
二
〇
付
近
で
水
が
淀
ん
だ
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
濤
側
壁
に
有
機
物
が

※3m方眼の小地区ごと
に出土点数を記す。
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堆
積
層
を
な
し
て
お
り
、
木
簡
は
そ
の
堆
積
層
に
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
出
土

層
位
は
、
粘
土
混
細
砂
、
粗
砂
層
の
二
層
か
ら
で
あ
る
が
、
両
層
は
近
い
時
期

の
堆
積
で
時
期
的
区
別
は
で
き
な
い
。

な
お
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
に
は
、
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
、
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
、
Ｓ
Ｄ
三
九

五
六

（
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
の
南
六
ｍ
を
平
行
す
る
東
西
溝
）
の
三
条
の
濤
が
流
入
す
る

が
、
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
、
Ｓ
Ｄ
三
九
五
六
の
両
濤
か
ら
は
木
簡
出
土
を
み
な
い
の

で
、
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
出
土
木
簡
は
、
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
の
上
流
、
お
よ
び
Ｓ
Ｄ

一

二
五
〇
と
そ
れ
に
注
ぎ
込
む
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
カ、
ら
流
れ
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

溝
Ｓ
Ｄ
〓
一五
〇
・
Ｓ
⊇
一一四
一
〇
　
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
は
官
南
面
外
堀
か
つ
二

条
大
路
北
側
濤
に
あ
た
り
、
東
流
し
て
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
に
流
入
す
る
。
ま
た
Ｓ

Ｄ
三
四

一
〇
は
官
東
面
大
垣
の
内
側
を
南
流
す
る
排
水
濤
で
、
上
流
は
第
二
二

次
南
調
査

（６
Ａ
Ａ
Ｅ
・
Ａ
Ｆ
区
）、
第
二
九
次
調
査
（６
Ａ
Ａ
Ｇ
・
Ａ
Ｈ
区
）
（と
も

に
『木
簡
研
究
四
』
参
照
）
や
、　
本
号
に
そ
の
概
要
を
収
録
す
る
最
近
の
第

一
五

四
次
調
査

（６
Ａ
Ａ
Ｄ
区
）
で
も
検
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
木
簡
出
土
を
み
て
お
り
、

そ
の
下
流
は
当
該
調
査
区
で
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
に
合
流
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
三
四

一

〇
が
南
面
大
垣
を
通
過
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
大
垣
の
痕
跡
が
東
端
で
は
崩

壊
し
た
状
況
で
途
切
れ
て
い
る
た
め
、
い
か
な
る
形
態
で
あ

っ
た
か
は
切
ら
か

で
な
い
。
な
お
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
に
は
、
第
二
二
次
補
足
の
発
掘
調
査
で
検
出
さ

れ
た
南
面
大
垣
の
北
雨
落
濤
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
も
西
か
ら
流
入
し
て
い
る
が
、
そ

の
雨
落
濤
か
ら
は
削
層
が
多
く
占
め
る
と
は
い
え
、
考
課
関
係
の
木
簡
な
ど
、

一
三
Ｏ
Ｏ
Ｏ
余
点
も
の
木
簡
出
上
を
み
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
が
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
へ
合
流
す
る
付
近
か
ら
、
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇

が
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
に
注
ぎ
込
む
間
の
堆
積
土
は
、
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
と
同
様
に
上

層
か
ら
暗
灰
色
土
、
細
砂
、
粗
砂
層
の
三
層
か
ら
な
り
、
木
簡
は
下
層
二
層
か

ら
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
た
時
期
的
区
別
は
で
き
な
い
。

溝
Ｓ
Ｄ
三
九
一
一
・
Ｓ
Ｄ
三
九
〇
五
　
調
査
区
東
辺
部
で
検
出
し
た
南
北
濤
Ｓ

Ｄ
三
九

一
一
は
東

一
坊
大
路
東
側
濤
に
あ
た
り
、
東
西
濤
Ｓ
Ｄ
三
九
〇
五
は
二

条
大
路
南
側
濤
に
あ
た
る
。
両
濤
と
も
新
旧
二
時
期
あ
り
、
各
々
が
接
続
す
る
。

古
い
時
期
の
濤
Ｓ
Ｄ
三
九

一
一
Ａ
は
二
条
大
路
を
横
断
す
る
が

（そ
の
横
断
部
に

橋
Ｓ
Ｘ
二
九
二
〇
が
架
か
る
）、　
そ
れ
に
Ｓ
Ｄ
三
九
〇
五
Ａ
が
Ｔ
字
状
に
合
流
し

て
お
り
、
ま
た
新
し
い
方
の
濤
Ｓ
Ｄ
二
九

一
一
Ｂ
と
Ｓ
Ｄ
三
九
〇
五
Ｂ
と
は
Ｌ

宇
状
に
接
続
す
る
。
木
簡
は
Ｓ
Ｄ
二
九

一
一
Ｂ
か
ら

一
二
点
、
Ｓ
Ｄ
三
九
〇
五

Ｂ
か
ら

一
点
が
、
い
ず
れ
も
接
続
部
近
辺
で
出
土
し
て
い
る
。
な
お
Ｓ
Ｄ
三
九

一
一
Ｂ
は
幅

一
・
三
ｍ
、
深
さ
八
〇
印
、
堆
積
土
は
四
層
に
分
れ
、
Ｓ
Ｄ
三
九

〇
五
Ｂ
は
幅

一
・
六
ｍ
、
深
さ
八
〇
ｃｍ
で
、
堆
積
土
は
三
層
に
分
れ
、
と
も
に

素
掘
り
の
濤
で
あ
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文
と
内
容

Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
が
、
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
へ
流
入
し
、
さ
ら
に
そ
の
流
れ
が
Ｓ
Ｄ

四
九
五

一
へ
流
れ
込
む
。
従

っ
て
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
出
土
木
簡
に
は
、
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
■
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
↓
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
の
流
れ
の
も
の
と
、
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一

そ
の
も
の
の
上
流
か
ら
の
も
の
と
が
あ
る
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
と
、
Ｓ
Ｄ
三

四

一
〇
と
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
の
合
流
点
の
堆
積
土
は
と
も
に
同
じ
層
序
で
木
簡
出
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土
層
位
も
同

一
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
共
通
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇

・
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
合
流
点
付
近
と
、
Ｓ
Ｄ
四
九

五

一
出
土
木
簡
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇

。
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
合
流

点
付
近
か
ら
は
、
宝
亀
五
年
紀
伊
国
調
塩
荷
札
ω
、　
宝
亀
六
年
文
書
②
、

「近

衛
」
府
と
あ
る
木
簡
⑭
な
ど
、
ま
た
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
か
ら
は
、
宝
亀
五
年
信
濃

国
衛
士
養
物
荷
札
⑭
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
年
紀
の
あ
る
木
簡
は
、
宝
亀
年
間
に

限
ら
れ
る
。
な
お
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
か
ら
は
、
和
同
開
林
ｉ
長
年
大
宝
、
寛
平
大

宝
な
ど
の
銭
貨
や
、　
一
〇
世
紀
を
降
ら
な
い
唾
重
な
ど
の
上
器
の
出
土
を
み
、

ま
た
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇

。
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
合
流
点
か
ら
は
、
和
同
開
然
、
神
功
開

宝
、
隆
平
永
宝
、
富
寿
神
宝
な
ど
の
銭
貨
が
出
土
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ

れ
ら
の
濤
は
平
安
時
代
前
期
ま
で
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
木
簡
に

つ
い
て
は
年
紀
が
宝
亀
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
み
て
奈
良
時
代
末
期
ま
で
の
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
と
き
ど
き
の
濤
浚
渫
に
も
さ
ら
い
残
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
郡

・
里
表
記
の
庸
米
荷
札
⑮
な
ど
時
代
的
に
遡
る
も
の
も
少
数

み
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
出
土
木
簡
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

「春
官
」
③
や
春
官
坊
被

管
の
官
司

（主
漿
署
　
ω
②
）
名
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
三
四

一

〇

。
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
合
流
点
か
ら
も

「
主
工
署
」
の
と
あ
る
木
簡
が
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
も
、
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
、
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
の
上
流
地
域
に
春
官
坊
所
在

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
墨
書
土
器
に
も

「
主
工
」
と
あ
る
も
の
が
み

ら
れ
る
。
春
官
坊
と
そ
の
被
管
は
常
置
で
な
く
、
皇
太
子
の
い
る
時
期
の
み
設

置
さ
れ
た
が
、
奈
良
時
代
後
期
で
該
当
す
る
皇
太
子
は
、
他
戸
、
山
部
、
早
良

親
王
で
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
春
官
坊
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。

ま
た
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
か
ら
は
、
利
木

・
椿
の
請
求
文
書
⑭
、
桁
や
歩
板
な
ど

の
語
句
が
み
え
る
文
書
断
片
⑨
な
ど
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
濤
上
流
で
行
わ
れ

た
奈
良
時
代
末
期
の
造
営
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一 ③
Q________」 P生___ド___皇Pm
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Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇

。
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
合
流
点
か
ら
は
、
近
衛
府
な
ど
衛
府
関
係

の
木
簡
が
み
ら
れ
る
。
近
衛
府
将
監
紀
船
守
を
さ
す
と
思
わ
れ
る

「
将
監
紀
朝

臣
曹
司
」
の
木
簡
⑭
や
近
衛
の
歴
篤
側
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
そ
の
他
、
衛
府
関

係
と
し
て
、
「衛
門
府
」
の
断
片
⑬
や
、
衛
士

・
火
頭
の
歴
名
⑩
、
「大
尉
」
と

あ
る
断
片
⑬
な
ど
が
あ
る
。
鹿
宍
の
付
札
ω
も
六
衛
府
が
釈
貧
祭
の
三
牲
と
し

て
進
め
る
鹿
肉
の
付
札
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
各
濤
出
土
木
簡
は
削
婿
な
ど
も
多
い
が
、
概
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